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多く の実績と情報を持つ技術集団

　「橋の日」は1986年、橋梁会社に勤務してい
た湯浅利彦氏の提唱で、宮崎「橋の日」実行委
員会が制定し、日本記念日協会より記念日とし
て認定・登録された。
　8月4日を「は （8） し （4）」 （橋）と読む語呂
合わせで、郷土のシンボルである河川とそこに

架かる橋を通じて、ふるさとを愛する心と河川
の浄化を図ることを目的としている。
　同委員会は、86年に宮崎県延岡市で「第1回
橋の日」イベントを開催、「橋の日の歌」の制作
など活動は全国に広がり、その功績が認められ
2015年に日本記念日協会から「記念日文化功
労賞」を、また29年間続けた道路清掃活動に対
して日本道路協会より表彰されている。

橋の日（8月4日 記念日）

井上　東北管内では道路管理者が管理する
橋梁約7万3,000橋のうち、2025年時点で約
4割に当たる約2万8,000橋が建設後50年以
上を経過しています。10年後にはその割合が
6割を超える見通しで、高度経済成長期に集
中的に整備した橋が一斉に高齢化していきま
す。東北地域の課題としては、積雪寒冷地特
有の凍結融解作用による凍害や凍結抑制剤
による塩害があります。日本海沿岸部では冬
季の強風による飛来塩分の影響も大きいで
す。こうした自然条件によって橋梁の劣化が
進みやすい環境にあることが特徴です。

井上　よく「予防保全型に転換した」と言わ
れますが、正確にはまだ転換の途中です。全
国的に見ると、Ⅲ・Ⅳ判定の橋を1年で7,000
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新技術、DXを活用し
効率的なメンテナンスを

スクラップ＆ビルドも検討

東北地方整備局  井上圭介 道路部長に聞く

橋ほど修繕していますが、一方で新たなⅢ・Ⅳ
判定が5,000橋と判断されるので、修繕が完
了するまでには10年～ 20年かかる見通しで
す。理想は人間の健康管理と同じです。重症
化してから治療するのではなく、定期的な診
断で異常を早期に発見し、軽いうちに手当て
する。橋梁も同じで、健全な状態を維持しな
がら長寿命化を図ることが予防保全です。そ
の実現を目指していますが、現状はまだ傷ん
だ橋を優先的に直している段階と言えます。

井上　継続的・安定的な予算を確保していく
必要があります。橋梁の老朽化は確実に進ん
でおり、維持管理や補修には相応の費用が必
要になります。技術者不足も課題として語ら
れますが、それは今に始まった話ではありま
せん。重要なのは、発注内容や点検結果を適
切に判断できる技術的な知見をどう確保する
かです。技術者がいなければ、委託業務の成
果を適正に評価することも難しくなります。
自治体においても技術力を維持することは非
常に重要です。

井上　代表的なのはドローンです。これまで
高所作業車や橋梁点検車を使っていた現場で
も、まずドローンで広範囲を確認し、必要な
箇所だけを重点的に調査することが可能にな
りました。これにより点検作業の効率化だけ
でなく、交通規制の縮減にもつながります。
利用者への影響を減らしながら点検できるこ
とは大きなメリットです。

井上　現状では主にスクリーニング用途です。
ドローン画像と過去データを比較して変状の
有無を抽出するなど、点検対象の絞り込みに
は有効です。ただし、最終的な健全度判定や
補修方法の決定までＡＩが担う段階には至っ
ていません。橋梁内部の状態まで画像だけで
把握するのは難しく、現時点では技術者によ
る詳細調査が不可欠です。ＡＩの可能性は大き
いですが、本格活用はこれからだと思います。

井上　近年、特に印象的なのがシステム吊り
足場です。橋の下面作業で使われていますが、
ユニット化された部材を効率的に組み立てる
ことができ、作業空間も十分に確保できます。
従来の足場では狭い姿勢での作業を強いられ
ることもありましたが、現在は作業環境の改
善が進み、安全性と生産性の両立が図られて

　高度経済成長期に整備された橋梁の老朽化が全国的な課題となる中、東北で
も橋梁の維持管理や更新需要への対応が急務となっている。一方で、ドローンや
BIM／ CIM、システム吊り足場など新技術の導入が進み、メンテナンスの効率化
や安全性向上にも期待が高まる。井上圭介 東北地方整備局道路部長（当時）に、
東北の橋梁を取り巻く現状や課題、今後の見通しについて聞いた。（取材日：5月19日）

います。作業員の身体的負担も軽減され、結
果として施工効率向上にもつながっています。
　以前はコスト面から導入が難しいケースも
ありましたが、現在は週休2日への対応や担
い手確保の観点から、生産性向上への投資と
して評価されるようになりました。

井上　大規模工事では非常に効果を発揮して
います。例えば橋梁架設では、施工前に3次
元モデル上でクレーンの動きや搬入経路、施
工手順をシミュレーションできます。現場で
試行錯誤するのではなく、事前に課題を洗い
出せるため、安全性向上と工期短縮につなが
ります。こうした技術は大規模工事だけでな
く、点群データや3Ｄスキャナーなどを活用す
ることで、中小規模の補修工事にも応用でき
る可能性があります。

井上　東北地方整備局には東北道路メンテ
ナンスセンターがあり、自治体からの相談に
対応しています。技術的助言だけでなく、必
要に応じて専門家と連携しながら課題解決を
支援しています。実際に宮城県内では橋梁の
歩道部が大きく変状した事例で、年末の緊急

東北の橋梁の現状と特徴は。

何が課題として挙げられますか。

DXや新技術の活用は進んでいますか。

ＡＩ活用については。

施工現場でも技術革新が進んでいます。

BIM／ CIMの活用はいかがでしょうか。

今後の橋梁メンテナンスの方向性は。

最後に橋への思いを聞かせてください。

予防保全への転換が進んでいると言われ
ています。

自治体支援ではどのような取り組みを
行っていますか。

三島町 アーチ三兄弟青森市 城ヶ倉大橋

劣化橋梁
国道13号 横手川橋

ドローンを用いた橋梁点検
国道13号 役内川橋 

システム吊足場
国道7号（仮称）種梅入口交差点Ａランプ橋

対応として現地調査や応急対策を実施しまし
た。自治体にとって相談しやすいワンストッ
プ窓口として機能することが重要だと考えて
います。

井上　橋を守ることは重要ですが、全てを同
じように維持し続けることが最適とは限りま
せん。人口減少が進む中、本当に必要な橋を
見極める視点も必要です。一方で、地域にとっ
て重要な橋は新技術も活用しながら確実に守
り抜いていかなければなりません。スクラッ
プ・アンド・ビルドの考え方も含め、地域の将
来像と一体で橋梁管理を考える時代になって
いると思います。

井上　私が土木を志したきっかけは横浜ベイ
ブリッジでした。学生時代に見たあの巨大な
橋に魅了され、土木に興味を持ちました。最
近印象に残っているのは福島県三島町の只見
川沿いに連なるアーチ橋群です。深い谷に架
かる数々のアーチ橋は壮観で、まるで橋の展
示場のようでした。橋は単なる交通インフラ
ではなく、地域の風景や歴史を形づくる存在
です。だからこそ次世代へ確実につないでい
きたいと思っています。

3次元モデルの可視化による交通規制計画
国道47号（仮称）中山平大橋

事前のシミュレーション 実際の施工状況
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人と自然が調和する豊かな環境づくりに貢献する 第20回アジア競技大会（2026 ／愛知・名古屋）で
利用される総合体育館連絡橋の耐震補強設計
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進展する地域とともに歩む
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「ふくしま」から全国へ75年 2,650橋の「いい橋づくり」
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8月4日は「橋の日」 特別企画

略 歴 井上 圭介（いのうえ けいすけ） 
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